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2022 年 4 月 11 日 
各 位 

会 社 名 ソ レ イ ジ ア ・ フ ァ ー マ 株 式 会 社 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長  荒 井 好 裕 

 （コード番号：4597 東証グロース） 
問合せ先 取締役 CFO 管理本部長  宮 下 敏 雄 
電 話 0 3 - 5 8 4 3 - 8 0 4 6  

 
 

株式会社 HikariQ Health との資本業務提携契約締結に関するお知らせ  
 
当社は、このたび株式会社 HikariQ Health（本社：東京都港区、代表

取締役社長：吉井康祐、以下「HikariQ」）への当社による出資を通じ

て、HikariQ の有する抗体改変技術を前提としたがん領域での抗体医薬

品の共同研究開発を目的とする資本業務提携を締結いたしましたので、  
お知らせいたします。  

詳細につきましては、別紙「資本業務提携のお知らせ」をご参照くだ

さい。  

当社は、本契約の締結は中長期的な企業価値の向上に資するものと考

えております。なお、 2022 年 12 月期の業績に与える影響は軽微です。  

本件は任意開示のため、開示内容を一部省略しております。  

以上  

 
 
 
注意事項： 

このプレスリリースに記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

様々な要因により、実際の業績等が変動する可能性があることをご承知おきください。実際の業績に影響を与え

うる重要な要素には、当社の事業領域を取り巻く経済情勢、為替レートの変動、競争状況などがあります。また、

このプレスリリースに含まれている医薬品又は医療機器（開発中のものを含む）に関する情報は、宣伝広告、医学

的アドバイスを目的としているものではありません。 
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2022 年 4 月 11 日 
各位 

ソレイジア・ファーマ株式会社 
株式会社 HikariQ Health 

 
資本業務提携のお知らせ 

 
ソレイジア・ファーマ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：荒井好裕、以下「ソレイ

ジア」）と株式会社 HikariQ Health（本社：東京都港区、代表取締役社長：吉井康祐、以下「HikariQ」）
は、このたび、HikariQ の有する抗体改変技術を基に、主にがん領域での抗体医薬品の研究・開発
を目的として、ソレイジアから HikariQ への出資を通じた資本業務提携を締結いたしましたので、 
お知らせいたします。本出資によりソレイジアは HikariQ の 25%の株式持分を有することとなり
ます。 

 
両社は、それぞれの有する知見に基づき、抗体薬物複合体（Antibody Drug Conjugate）（以下

「ADC」）の研究・開発において、早期の研究開発から臨床開発に至るまでを共同で立案、実施す
ることで、両社にとって医薬候補品パイプラインの充実及び研究開発プロセスを効率的に進める
ことに合意いたしました。 両社は今後、ソレイジアのパイプラインを基に HikariQ の持つ抗体改
変技術「Q-body※」を用いて、ADC の開発を推進してまいります。 

 
ソレイジアは、主としてがん領域のアンメット・メディカルニーズに応えるため、医薬品の開

発事業化を推進するスペシャリティ・ファーマであり、日本及び中国等において既に複数の医薬
品を上市しています。HikariQ は、独自性の高い抗体改変技術を有する東京工業大学発バイオベ
ンチャー企業であり、その技術の医薬品開発及び免疫測定への展開を目的として研究開発を推進
しております。 
 
ソレイジア代表取締役社長 荒井好裕は、次のように述べています。 「HikariQ の基幹技術で

ある Q-body は、現在用いられている免疫測定 （ELISA）やイムノクロマト法に代わる新しい免
疫測定法になる可能性が期待される画期的な新技術です。HikariQ との協業の下、当該新技術を
応用することで、新しいタイプの核酸医薬と ADC の創成につながる事が想定され、将来の当社
開発パイプラインを充実させるアプローチになるものと期待しています。」  

 
また、HikariQ 代表取締役社長 吉井康祐は、次のように述べています。 「当社の有する技術

は、東京工業大学科学技術創成研究院/上田宏教授の研究グループが見出した蛍光クエンチ現象を
基本とした、これまで誰も思いつかなかった極めてユニーク且つ革新的なものです。ELISA と比
較しても同等の感度を示しつつ、より短時間でシンプルなプロセスで抗原（標的タンパク質等）
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を検出することが可能な技術であり、ELISA やイムノクロマト法に代わる新しい免疫測定法にな
る可能性があります。臨床現場即時検査などの免疫測定分野の発展だけでなく、あらゆる研究分
野にも大きく貢献できるものと確信しております。一方、抗体医薬品への応用研究も開始してお
り、その蓋然性データを積み上げておりますが、その先の開発工程は非常に深い専門性と知見を
必要とします。そこで、医薬品開発をより加速化させることを期待し、スペシャリティ・ファー
マであるソレイジアと資本業務提携を締結させていただくこととなりました。本提携により、ソ
レイジアと共に革新的な抗体医薬品の開発を推進してまいります。」  

以上 
 
【ソレイジア・ファーマ株式会社について】 
ソレイジアは、2017 年に東京証券取引所に株式上場（証券コード：4597）した、東京都港区に
本社を 置く、医療用医薬品等の開発及び販売を行う製薬企業です。“Better Medicine for a 
Brighter Tomorrow” をミッションとする、アジアを事業領域の中心としたがん領域特化のスペ
シャリティ・ファーマです。がん領域のアンメット・メディカルニーズに応えるため、革新的
な医薬品等を開発し、患者の皆様の健やかな暮らしと未来に貢献いたします。詳細は、
https://www.solasia.co.jp/をご覧ください。 
 
【株式会社 HikariQ Health について】 
HikariQ は、独自の抗体改変技術である Q-body 技術を有する東京工業大学発のベンチャー企
業です。オンリーワンの独自技術を用いて、革新的な免疫測定及び抗体医薬を創製し、世界中
の医療と人々の健康に貢献することを目的としています。 
詳細は、https://www.hikariq.co.jp/をご確認下さい。 
 
※Q-body（Quench body）技術について 
Q-body は、従来の免疫測定法の性能を損なうことなく、迅速簡便なセンサー機能を付加させる
抗体改変技術です。近年、社会実装に向けた技術（開発及び生産効率化、安定性向上）の開発
にも成功しました。また、多くの既存測定法を代替し、さらに Q-body の優位な機能を付加す
ることも可能であり、機能追加によるコスト増がほぼ発生しない経済性も当技術の優位性です。 
詳細は、https://www.hikariq.co.jp/techinfo/をご確認下さい。 
 

【お問い合わせ先】 
ソレイジア・ファーマ株式会社   株式会社 HikariQ Health 
管理本部経営企画（広報・IR 担当）  担当：事業開発部・大森健太 
電話：03-5843-8046    電話：090-6520-3062 
E-mail: info@solasia.co.jp    Email: omori-k@hq-h.com 
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